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フィルム上で動作するフレキシブルな超音波センサアレイを実現
（電子・機械システム研究部　電子デバイス研究室／企画部　統合型研究開発チーム）

IoT 技術の進展により、インフラ設備での欠陥検知や自動運転における障害物検知など、さま
ざまな分野でセンシング技術が用いられており、利用用途の拡大に伴い、曲面でも利用可能なフ
レキシブルな小型の超音波センサが求められています。
当研究所では、MEMS* 技術とスクリーン印刷技術を用いて、ポリイミドフィルム上にアレイ
化したフレキシブルな圧電MEMS超音波センサを開発しました。本センサは平面方向の共振を
用いる構造とすることで、厚み方向の共振を用いる従来型のフレキシブルセンサよりも共振周波
数の設計自由度が大きいことが特長です。今後、非破壊検査や空中ソナーなどの幅広い分野での
活用が期待されます。

※本研究成果は、電気学会で講演発表。

軽量かつ柔軟な基材に展開できる太陽電池として、光吸収層にペロブスカイト結晶を用いた太
陽電池（PSC）が注目されています。そこで近年、実用化に向けたペロブスカイト結晶の製膜技
術の開発が盛んに行われています。
当研究所では、将来的に PSC の曲面基材などへの展開を見据え、あらゆる形状の基材に製膜
可能なディップコーティング法による、ペロブスカイト結晶の製膜を検討しました。ディップコー
ティングで作製した膜にフルオロアルキルエーテル系溶剤を含ませて貧溶媒に浸漬することで、
密着性の良い結晶膜を得ることに成功しました。この膜を光吸収層に用いることにより、光電変
換効率 15%の PSCを作製できました。
※本研究成果は、応用物理
学会で講演発表、電子機器
トータルソリューション展
に出展。JST A-STEP（ト
ライアウト）に採択。

ディップコーティング法を駆使したペロブスカイト結晶の製膜技術の開発
（高分子機能材料研究部　有機高分子材料研究室）

＊MEMS…Micro Electro Mechanical Systems（メムス）。機械的機能と電気的機能を併せ持った立体構造の微細なデバイス。

作製したフレキシブルセンサの写真
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